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　隅田川両岸の風景に狂歌を添えた、
３冊からなる絵本。江戸後期の作品と
され、隅田川沿いの四季折々の景色や
人々 の暮らしを表現している。この絵は
西岸の両国広小路（現中央区東日本橋）
から、東岸の本所・回向院側を望む構
図で、納涼客でにぎわう両国橋や往来
する屋形船などが描かれ、江戸有数の
盛り場だった隅田川沿いの活気がうか
がえる。（※表紙は右から2番目の絵）

すみだ北斎美術館蔵

橋の上の球体は
地球儀とも花火
玉ともいわれる

国技館の屋根や相撲の
軍配の装飾デザイン

　墨堤の桜の花見や隅田川の花火、両
国の相撲など江戸を代表する文化がこ
の地で花開いた。歌舞伎や落語の舞台
となり、葛飾北斎や小林一茶が暮らし
たほか、多くの文人たちを魅了した。今
もその面影を各所にとどめる。

COVER STORY

葛飾北斎『絵本隅田川 両岸一覧』中 両国納涼

浮世絵から読み解く両国橋と江戸のにぎわい

すみだと
江戸文化の深い関わり

北斎の描いた景色の今



4

6

10

1412

両国橋を渡り、江戸有数の盛り場の歴史、文化、グルメなどを 
巡るコース。浮世絵に描かれた景色を今にたどろう。

8店内に展示された化粧まわし
9土・日・祝日のランチ営業は電
話で確認を⓾花火職人の高度な
技術を紹介⓫春は新緑、秋には
紅葉が美しい⓬すべての工程を
ひとりで手がける⓭顔は手描き、
着物には西陣織や友禅を使用し
ている⓮歴史ある宮造りの建物
⓯薬湯風呂やジェット風呂など
種類も豊富。壁のペンキ絵は描
き替えられることも⓰歌川豊国

（3世）「あかし風呂」東京都立中
央図書館⓱ホテル内にあり、宿
泊者以外も利用できる⓲抹茶白
玉マフィン600 円と抹 茶ラテ
hot700円

きゅうやすだていえん

江戸情緒あふれる大名庭園

江戸の大名庭園として造られ
た潮入回遊式庭園。現在は
潮入り景観を人工的に再現。

11
旧安田庭園

住 墨田区横網1-12-1　電 03-
5608-6291（墨田区公園課）  
開 9 :00～19:30（10～3月は 
～18:00）　休 無休　料 無料
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両国花火資料館

むさしや豊山

相撲茶屋 寺尾

荒井湯
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1長さ164.5ｍの両国橋2かつて橋のたもとには茶屋や見世物小屋が並んだ3歌川広重「名
所江戸百景 両国橋大川ばた」国立国会図書館デジタルコレクション4東京都の文化財「石造
明暦大火横死者等供養塔」5歌川国芳「勧進大相撲土俵入之図」東京都立中央図書館・境内
では勧進相撲が行われていた6左右に仁王像が立つ山門7金運などのご利益があるという鼠
小僧之墓
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隅田川を渡って、両国へ

➡徒歩2分　

➡徒歩2分　

浮世絵に見る大橋と大川

➡徒歩7分　

このあたりの隅田川は、かつ
て武蔵国と下総国を分かつ大
川で、ここをつなぐ大橋はやが
て両国橋と呼ばれるように。

321りょうごくばし＆すみだがわ

両国橋＆隅田川

江戸の庶民に寄り添う名刹

明暦の大火の犠牲者を弔う
ため創建。相撲ゆかりの力塚
や鼠小僧之墓でも知られる。

7654えこういん

回向院

住 墨田区両国2-8-10　電 03-
3634-7776　開 境内自由（本
堂など9:00～16:30）

相撲部屋秘伝のちゃんこ鍋

井筒三兄弟が創業。ランチは
醤油、塩、味噌、カレー味か
ら選べて〆に麺か雑炊も付く。

98すもうぢゃやてらお

相撲茶屋 寺尾

住 墨田区両国2-16-5　電 03-
5600-1466　開 11:30～14:00

（ LO13 :30 ）、17 :00 ～ 22 :00
（LO21:15）　休 月曜（1・5・9
月場所中は無休）

➡徒歩10分　

両国花火の歴史を学ぶ

両国川開きから続く花火の歴
史を紹介。実物模型や浮世絵
でその技と文化に触れられる。

10りょうごくはなびしりょうかん

両国花火資料館

住 墨田区両国2-10-8　電 03-
5637-7551（両国観光案内所）　
開 12:00～16:00　休月～水曜

（7・8月は無休）　料 無料

➡徒歩10分　

JR浅草橋駅東口 ・
都営地下鉄
浅草橋駅 A1出口

スタート

➡徒歩4分　

➡徒歩10分　

➡徒歩10分　

美術倉庫にたたずむカフェ

居心地のよいカフェ。白玉の
入ったマフィンや抹茶ラテな
ど、和スイーツも味わえる。

1817さふん

safn°

住 墨田区本所2-16-5　電 03-
5637-7170　開 7 :00～19:00

（土・日・祝日は10:00～）　休 
無休　v 現金不可

伝統の押絵羽子板工房

歌舞伎役者や美人画を題材
に、すみだマイスターの店主
が手作業で羽子板を製作。

1312むさしやほうざん

むさしや豊山

住 墨田区石原1-28-3　電 03-
3622-0262　開 10:00～18:00　
休 日曜・不定休　

富士山の壁絵が見事な銭湯

宮造りの建物に多彩な風呂を
備える。壁一面に描かれた富
士山などのペンキ絵は必見。

161514あらいゆ

荒井湯

住 墨田区本所2-8-7　電 03-
3622-0740　開 15:10～23:30　
休 水曜　料 600円

➡徒歩15分　

都営地下鉄 
本所吾妻橋駅
Ａ０出口

ゴール

すみだすみだ江戸文化江戸文化さんぽさんぽ

ランチタイムは
ちゃんこ鍋が
1100円！

アートな
空間でカフェ
タイムを
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